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７．２ 道路橋毎の健全性の診断 

 

【解説】 

道路橋毎の健全性の診断は，道路橋単位で総合的な評価を付けるものである。 

部材単位の健全度が道路橋全体の健全度に及ぼす影響は，構造特性や架橋環境条件， 

当該道路橋の重要度等によっても異なるため，６．の「対策区分の判定」及び所見，あ

るいは７．１の「部材単位の健全性の診断」の結果なども踏まえて，道路橋単位で判定

区分の定義に則って総合的に判断する。 

一般には，構造物の性能に影響を及ぼす主要な部材に着目して，最も厳しい評価で代 

表させることができる。 

  

定期点検では，橋単位で,表-7.2の判定区分による健全性の診断を行う。 

 

表-７．２ 判定区分 

区分 定義 

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 
予防保全段階 道路橋の機能に支障が生じていないが，予防保全の観点か

ら措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 
早期措置段階 道路橋の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を

講ずべき状態。 

Ⅳ 
緊急措置段階 道路橋の機能に支障が生じている，又は生じる可能性が著

しく高く，緊急に措置を講ずべき状態。  


